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Calculated MW:132 kDa; Observed MW:125,250 kDa

mGluR1a

MGLU1; SCA44; GPRC1A; MGLUR1; SCAR13; PPP1R85
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ホスホリパーゼCを活性化することで機能する代謝型グルタミン酸受容体をコードしています。L-グルタミン酸は中枢神経系における主要な興奮性神経伝達物質であり、イオンチャネル型および代謝型グルタミン酸受容体の両方を活性化します。グルタミン酸作動性神経伝達は正常な脳機能のほとんどの側面に関与しており、多くの神経病態において障害を受ける可能性があります。コードされているタンパク質の標準的なαアイソフォームは、ジスルフィド結合したホモ二量体であり、その活性はGタンパク質共役型ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムによって媒介されます。この遺伝子は、統合失調症、双極性障害、うつ病、乳がんなど、多くの疾患状態と関連している可能性があります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年5月]
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	mGluR1a ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

